
 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２６日（木）２７日（金）の一泊二日で、６年生の修学旅行を実施しました。『戦

争の悲惨さを学び、平和を大切にする気持ちを忘れない。』『友達と協力し、笑顔あふれる

修学旅行にしよう。』『きまりを守り、めりはりのある楽しい修学旅行にしよう。』の三つの

修学旅行のめあてを基に、班や個人のめあてを立てて修学旅行に取り組みました。修学旅

行での活動の様子について紹介します。 

 

 １日目、福岡県朝倉郡にある筑前町立大刀洗平和記念館に行きまし

た。ここでは、特攻隊や空襲で犠牲になった方々の話や特攻隊の物語

の朗読を聞いたり、太平洋戦争に関する展示を見学したりしました。

また、平和集会を行い、代表児童が平和への誓いの言葉を述べ、全校

児童が平和への願いを込めて作った千羽鶴を、代表児童から館の代表

の方に手渡しました。『戦争の悲惨さを学び、平和を大切にする気持ち

を忘れない。』のめあてがしっかりと達成されている６年生の真剣な姿が見られました。 

 

 １日目の午後は、大分県別府市の城島高原パークに行きました。こ

こでは、昼食の後、様々なアトラクションや買い物を楽しみました。

園内ではグループごとに行動し、安全な行動やマナーに気を付け、時

間を守って行動することができました。友達と声をかけ合い、気遣い

ながら協力する姿が見られ、思い切り楽しむことができました。 

 

 ２日目は、大分県大分市の大分マリーンパレス水族館「うみたま

ご」に行きました。班ごとに行動し、海や川などで生きる生物を見

学したり、タッチプールで実際に触れてみたりしました。また、「う

みたまパフォーマンス」では、カワウソやペリカン、セイウチのシ

ョーを見ました。ショーの後、セイウチに触った子どもたちは大興

奮でした。楽しみながら生き物についての学びを深めていました。 

 

 ２日目の午後は、大分県宇佐市の九州自然動物公園アフリカ

ンサファリに行きました。４台のジャングルバスに分乗し、シ

カやクマ、ライオン、ゾウやラクダの餌付け体験をしました。

餌を求めて迫ってくる動物たちに、子どもたちは歓喜の声を上

げて餌を食べさせていました。強いシカに追い払われる小さい

シカに、何とか餌を食べさせようとする優しい姿も見られました。至近距離で見た動物の

様子に、新たな気付きがありました。 
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見学地以外でも、バスの中やホテルなどで、「旅行の心得」を意識して行動する子どもた

ちの姿が多く見られました。きまりやマナーを守り、周囲の人に迷惑をかけないようにす

る、安全に気を付け、落ち着いて行動する、友達と協力し、楽しく活動するなど、一人一

人がしっかりと考えて行動することができていました。集合した際に私語をやめる、話を

きちんと聞くなど注意される場面もありましたが、『友達と協力し、笑顔あふれる修学旅行

にしよう。』『きまりを守り、めりはりのある楽しい修学旅行にしよう。』のめあてが十分に

達成できた修学旅行になりました。 

 

この２日間の修学旅行の中で、とてもうれしい場面がありました。それは、「うみたまご」

での出来事です。 

当日は、横代小の６年生だけでなく、地元の小学校や保育園、幼稚園から、たくさん見

学に訪れていました。金曜日ということもあり、一般客もたくさん来場していました。当

然、「うみたまパフォーマンス」も、たくさんのお客さんが会場に詰めかけていました。横

代小の子どもたちの中には、見学を早めに切り上げて会場に向かい、観客席の一角に集ま

って、座って待っている子どもたちもいました。 

パフォーマンス開始時刻が近づいてきたころ、地元の小学２年生が会場に来て、座って

いる横代小の子どもたちの後ろで整列していました。そのまま立ち見をするようだったの

で、横代小の子どもたちに、「後ろの２年生に席を譲ってあげて。」と声をかけました。 

せっかく席を確保していたのです。「え～。」「なんで。」「いやだ。」、そんな声が上がって

も仕方がないと思っていたのですが、横代小の子どもたちは何も言わずに立ち上がり、す

ぐに移動して席を譲ってくれました。観客席横の広場に移動した後も、地元の小学２年生

が来ると、少しでもステージに近くて見やすい場所を進んで譲っていました。 

きっかけは私の声かけかもしれませんが、それを当たり前のように受け止め、自然に行

動に移すことのできる横代小の子どもたちの優しさ、思いやり、寛容さ、とても立派でし

た。うれしく、心が温かくなる素晴らしい思い出になりました。 

横代小に戻ってきてからの到着式の中で、この「うみたまご」での出来事について、６

年生に話をしました。その行動が心温まる素晴らしいものであったことはもちろんのこと、

横代小の最上級生として誇らしく思っていることを伝えました。横代小学校の自慢が、ま

た一つ増えました。 

 

 このように実りの多い、楽しい思い出がたくさんできた修学旅行を実施できたのも、修

学旅行の準備やお子様の健康管理等、６年生の保護者の皆様のご協力のおかげです。本当

にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

① 笑顔を絶やさずに挨拶をしっかりとしたり、掃除を頑張ったりすることで、「心の花」を咲かせること。 

② きまりを学び、友達のよさを学び、「学びの花」を咲かせること。 

③ しっかり遊び、体を鍛えて、「元気の花」を咲かせること。 

この３つを大切しながら、楽しく笑顔一杯の学校を、教職員、保護者や地域の皆様と共につくりあげて

いきたいと思います。 

 


